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アルツハイマー病 (AD)患者の重症度と手指巧繊動作との関連性について新知見を得た。

AD患 者の手指巧繊動作の定量的評価を認知機能低下の指標としてとらえることを目的に、

2006年 4月 から10月の期間、介護老人保健施設利用者で、65歳以上 90歳未満の右利き

のAD患 者 (AD群 )84名 と健常高齢者 (対照群)32名 の合計 116名を対象に、標準化さ

れた手指機能検査 ・Purduc Pegboard testを行つた。巧繊動作を単純なピン挿入作業と、

より複雑な組立作業の2つの動作から評価した。手指機能の指標として、①左右片手ずつ

による30秒間のピン挿入本数 (点)と 、②左右片手ずつによる1分間の組立作業の部品数

(点)を 用いた。利き手の優位性の指標として、③右手のピン得点から左手のピン得点を

減じた値と、④右手の組立得点から左手の組立得点を減じた値を用いた。これより巧繊動

作における利き手の優位性と、認知障害の重症度との関連性について検討した。ADの 重症

度と得点を比較すると、ピン挿入 ・組立ともに、AD患 者は重症化に伴い右手の巧紋動作の

速さに低下を生じたが、ピン挿入における左手の動作の速さは、重症度が中等度に至るま

で保持され、対照群との差を認めなかつた。次いで ADの 重症度と左右差を比較した。ピ

ン挿入では、対照群とCDRl群 では右手の得点が高く利き手が優位であつたが、CDR2群

とCDR3群 は右手と左手に有意差を認めなかった。また対照群では全例右手の得点が高か

つたのに対し、CDR l群 の 19%、 CDR2群 の 34%、 CDR 3群 の 23%で 左手の得点が右手

よりも高かった。ADの 重症度と右手と左手の得点差の比較では、ピン・組立ともに、対照

群、CDRl群 、CDR2群 の順に得点差は減少し、巧繊動作の高低にかかわらず ADの 重症

化に伴い利き手の優位性は低下を示した。利き手の優位性と認知機能との関連性について、

右手と左手の得点差とCDR各 項目の評価との相関を求めた。ピンでは、「記憶」が低下す

るほど、右手と左手の得点差は減少するか、左手の得点が高かつた。組立では、「記憶」と
「判断力」が低下するほど、右手と左手の得点差は減少した。今回の結果から、巧繊動作

の速さは、単純な動作も複雑な動作も含めて長期に渡る経過の中で記憶や判断力の低下と

ともに緩徐に低下して行くものであり、その初期の段階の障害が利き手の優位性の低下と

なって現れることが示唆された。本知見は、認知症の進行の予測と進行を遅らせるための

作業療法プログラムの作成に貢献し得ると考えた。


